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社団法人　日本歯科医師会 

歯科医師の倫理綱領 
　われわれ歯科医師は、日頃

より歯科医学および歯科医療

の研鑽を通じて培った知識や

技術をもって、人々の健康の

回復と疾病の予防のために貢

献するものである。 
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巻頭言（副会長　前野正春） 

理事会 

新法人移行に向けて 

委員会だより 
（学術、センター介護） 

学院だより 

学術レポート 

郡市会だより 
（菊池、玉名、上益城、阿蘇、水俣芦北、球磨） 

グルメハンター 

熊日朝刊 
（歯科コラム記事） 

会長の動静 

会務報告 

　市内西部地区、
島崎に有る百梅
園より春の便りを
お届けします。 
百梅園の名が示
す様に、紅白桃色
の100本の梅ノ木が鑑賞できます。お時間のあ
る人は数えてみてください。 
（梅ノ木にはナンバー札が付けて有ります。）　 

（N.T） 



最近のテレビ・新聞等で連日の様に大相撲八百長問題が報道され

ている｡ 今回明らかになった力士の中に熊本県出身の名前が３人取り沙汰され､ その内１人

は引退届 (相撲協会で保留) を出す羽目となっている｡ 熊本県の大相撲ファンにとっては､

非常に残念至極な事である｡

日本相撲協会の放駒理事長によると､ 八百長については ｢噂はあったが､ 無かったと理解

している｡ 風評被害｡ 本当に迷惑な話…｣ と｡ 又､ 八百長という言葉を使わず､ ｢故意によ

る無気力相撲｣ と発言されていた｡ ｢故意｣ とは､ 自己の行為によって結果的に権利侵害が

発生することを認識しながらその行為をする心理状態をいい､ ｢未必の故意｣ とは､ 結果が

発生するかもしれないと思いながら､ 発生してもかまわないという認容がある時をいう｡

即ち､ 故意による無気力相撲とは､ 言葉が違うだけで､ 理事長自身が八百長と同一の言葉

をなすと確信的に認めたことになる｡ 直近の報道では､ 過去に八百長を行った事があるとい

う元力士の発言も出てきている｡ 医療界､ 特に我が熊本県歯科医師会ではどうであろうか？

本当に県民・国民の健康を考えているのか疑わしい事案が､ ごく一部の県下の歯科医院に

おいて発生していた事も事実である｡

一つ目は､ 平成22年度の医療苦情・事故の件数が250～300件の間になりそうである｡ これ

は熊本県歯科医師会発足より100年以上経つが１年間にこの様な多くの件数が寄せられた事

は初めてである｡

二つ目は､ 開業している歯科医院及び臨床実習場でもある歯科医院内でのセクハラである｡

このセクハラは患者さんに対してではなく､ 歯科医院内の女子スタッフに対する院長からの

ものであり､ 院長と従業員という立場を利用したより悪質なセクハラに値する｡

三つ目は､ 歯科医療に来院する患者さんを金もうけの対象として捉えていると思わざるを

得ない事である｡ 自家診療の場合､ 装着後､ 10年間は歯科医師が責務を負う必要があるが､

患者さんの無知に付け込み､ 言葉巧みにごまかしている事案もみられる｡

今､ 県歯科医師会が開催すべき講演会の一つとしては､ ｢患者さんの心を捉えるコミュニ

ケーション方法｣ ではなく､ ｢患者さんの立場に立って考える医療｣ を教示すべきと考える｡

｢感謝｣ という言葉をキーワードに医師と歯科医師を比較してみると､ 患者さんの見方に

乖離があると思うのは医事処理委員会のメンバーだけだろうか？相撲協会の八百長事件と歯

科医院のお金にまつわる事案が同じ目線で､ 県民・国民にみられ､ 強烈なしっぺがえしをく

わぬ様､ 該当する会員は､ 医の原点である医の倫理を再度見直し､ 日々の診療に当たられる

事を願うものである｡
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２月15日 (火) 午後７時より県歯会館 第１会議室において浦田会長他全役員出席のもと議長
を浦田会長､ 議事録署名人を大林理事､ 加藤で第11回理事会が開催された｡
開 会：小島副会長

先週末は､ 介護者歯科実技研修会､ 水俣・
芦北郡市における8020支援事業の歯周病予防
に関する指導者講習会､ 医療・保健・福祉連
携学会と立て続けに開催されました｡ それぞ
れの事業を担当された先生方､ ご出席された
先生方､ 本当にお疲れ様でした｡ さて､ ご承
知のとおり､ 日本歯科医師会の次期会長は､
１月31日付で大久保満男先生が３期目の当選
を果たされました｡ これにより､ 引き続き大
久保執行部が継続されるということで､ 来期
の日歯の方向性がはっきりしてきたと思いま
す｡ これを受けて､ 私たちも次期執行部への
申し送り事項を整え､ 来期もよりしっかりと
した執行部をつくり上げていきたいと思いま
す｡ また､ 熊本県の第６次保健医療計画につ
いて､ 既にその策定のための準備が始まって
います｡ 我々が将来何をすべきか､ 歯科医師
会としてどのように関わっていくのかという
ことを検討しながら､ 残りの任期における会
務について､ 最後まで手を抜かずに執行して
いきたいと思います｡
本理事会は通常代議員会に向けての審議が

中心となりますが､ それ以外にもまだまだ多
くの事業等がございますので引き続き宜しく
お願い致します｡ 本日も慎重審議宜しくお願
い致します｡

報報 告告
総 務：第10回理事会､ 第21回常務理事会､

第10回選挙管理委員会､ 公益法人
制度改革説明会､ 本会事業･会計
監査､ 第28回九州地方社会保険医
療協議会熊本部会､ 第２回県保健
医療推進協議会

学 術：第16回熊本県歯科医学大会
社会保険：保険個別指導､ 個別相談会

地域保健：標準的な成人歯科健診､ 8020支援
事業

厚生管理：厚生・管理講演会
広 報： ｢熊歯会報｣ ２月号校正､ ３月号

編集
学校歯科：各郡市学校歯科担当者会議､ 県高

等学校保健研究協議大会､ 健康ス
ポーツ歯科全国指導者講習会､ 歯･
口の健康つくり調査研究事業発表
大会､ 熊本小児保健研究会・同役
員会､ 県学校保健会第２回総務委
員会並びに企画運営委員会

医療対策：医療相談報告
セ・介護：口腔保健センターカルテ･会計チェッ

ク､ 障がい児 (者) 口腔ケア事業
歯科健診

学 院：学院一般一次・社会人入学試験､
学院入学試験委員会､ 学院戴帽式

国 保：九歯連役員会､ 九歯連協議会､ 九
州各県国保事務担当者連絡会

以上､ １月21日から２月８日までの総務､ 各
委員会他の動きについて､ 浦田会長及び担当
各役員より報告がなされた｡

報報 告告そそのの２２
１. 関係機関・団体からの推薦依頼

浦田会長あいさつ
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・熊本さわやか長寿財団役員
浦田 健二 会長
(任期：平成23年４月１日～平成25年３月31日)

２. 名義後援使用依頼
・熊本小児歯科懇話会第64回例会／熊本小児
歯科懇話会
・新老人の会熊本支部設立６周年記念講演会
／新老人の会熊本支部
３. 終身会員 (平成23年度より種別変更)

緒方 義昌 会員 (熊本市)
伊藤 俊一 会員 (水俣・芦北郡市)
神戸 威 会員 (上益城郡)
河野 敬明 会員 (下益城郡)
規矩 保 会員 (天草郡市)
野田 和生 会員 (上益城郡)
一瀬 英輔 会員 (熊本市)
関 剛一 会員 (熊本市)
内田 隆 会員 (熊本市)
横山 紘二郎 会員 (天草郡市)
那須 智治 会員 (人吉市)
杉野 陽二郎 会員 (熊本市)
宇治 道孝 会員 (熊本市)

４. 80才以上の終身会員
(本会会員・負担金免除・日歯福祉共済負担
金：納付義務修了)
宇治 壽康 会員(熊本市)昭５年05月17日
出口 久男 会員(熊本市)昭５年08月19日
吉� 久幸 会員(熊本市)昭６年01月02日
５. ｢生活習慣病の予防等を目指した歯・口
の健康つくり調査研究事業｣ の名称変更
標記事業について､ 日本学校歯科医会より､
名称を変更して継続実施する旨の通知があっ
た旨の報告がなされた｡
６. 各会計１月末現況
７. ３月行事予定
８. その他
○第６次保健医療計画 (浦田会長)
○熊本県歯口の健康づくり推進条例制定に伴
う､ フッ化物洗口事業に対する熊本県の予
算 (宮坂常務理事)
○ ｢糖尿病と歯周病｣ の講師養成講習会

(田上理事)
糖尿病連携医のための実務者研修会にお
いて ｢糖尿病と歯周病｣ の講義が組み入れ
られたことにより､ その講師養成の講習会
を実施した旨の報告がなされた｡
○糖尿病ハイリスク者支援､ 地域連携パス

(田上理事)
現在展開している県委託事業 ｢8020支援

事業｣ において､ 医師会､ 熊本大学付属病
院代謝内科､ 産科らの担当者を交えて ｢医
療機関連携に関する検討会｣ を開催し､ 検
討する予定となっている｡
○医師会への口腔ケアの講習会

(浦田会長､ 松岡理事)
医師会では介護保険の主治医のための講
習会が開催されているが､ これまではリハ
ビリテーション関連のカリキュラムが主で
あったが､ 今回からは､ それらに加えて
｢口腔ケア｣ の分野が加わることとなった｡

協協 議議
１. 通常代議員会日程資料並びに当日の運営
(承認)
原案通り承認した｡ なお､ 当日は来賓とし
て､ 西村まさみ参議院議員が出席されること
となった｡
また､ 添付資料､ 資料送付の日程等も併せて
決定された｡
２. 通常総会日程資料並びに当日の運営 (承
認)
原案通り承認した｡ なお､ 清村代議員会議
長より､ タイムスケジュールどおり議事が進
むようにとの要望がなされた｡
３. 安心・安全歯科医療推進制度のポスター
頒布 (承認)
同ポスターについて､ 関係団体その他へ送
付することとした｡ なお､ 送付先については､
追加送付したい関係団体等がある場合は､ 渡
辺専務理事､ または牛島理事に連絡し､ 改め
てとりまとめた上で､ 第22回常務理事会にお
いて最終決定することとした｡
４. その他
○執行部の５つの課題・テーマ (経営の安定､
診療の支援､ 組織の強化､ 会員の融和､ 地
域社会との連携)､ 並びに ｢これからの県
歯会事業に関する企画ならびに提言｣ (渡
辺専務理事)
執行部２年間の事業評価､ 並びにこれか
らの展望について､ 各担当所管において検
討するよう要請がなされた｡ また､ 併せて､
全会員へ送付している ｢会長への手紙｣ に
ついて､ 委員会委員には必ず提出するよう
依頼してほしい旨の要請がなされた｡

監事講評：片山監事､ 遠山監事
閉 会：前野副会長

(広報 加藤 久雄)
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１月29日 (土) 午後４時より県歯会館４階
ホールにて公益法人制度改革説明会が約24名
の参加のもと開催された｡ この問題は組織を
変更する大変大きな問題であり､ 直接会員の
皆様に新法人移行に向けて歯科医師会の現状
を説明するという趣旨のもと行われた｡ 浦田
会長の挨拶の後､ 八木理事､ 西野常務理事に
より熊歯会報にもすでに掲載された公益法人
制度改革の今までの経緯､ 概要や趣旨につい
て詳細な説明が資料をもとにあった｡ ３月の
代議員会で議案としてあげる予定だったが､
さらに公益法人改革関連の新たな情報が日歯
より入ってきたため協議としたことへの説明
が浦田会長より行われた｡ その後質疑応答が
あり以下のような質問が出された｡

☆学術講演会を公益事業として認めてもらう
ための方法は？

非会員にも門戸を広げた形で学術講演会を
開催すれば公益事業として認められる可能性
はある｡ その場合､ 会員は無料､ 非会員は有
料という形をとることは可能｡ との県庁担当
課の見解を得ています｡

☆今までのように会員が直接会長を選ぶとい
うことは出来なくなるのでしょうか？

新法人移行後は､ 日歯も本会も現在実施し
ている会長の選出方法に近い形を検討中です｡

☆一般社団に移行した場合､ 公益目的支出計
画の実施期間が終わった後はどうなるのでしょ
うか？自由にしてよいのでしょうか？

公益目的支出計画の実施期間中はある程度
行政等からの制約がありますが､ 計画終了後
は原則制約もありませんので､ 各法人で自主

的な運営が出来ます｡ 一方､ 任意団体から一
般法人に移行する場合は､ 定款が整っていれ
ば申請だけで済みます｡

☆遊休財産は公益目的支出計画の原資になる
と解釈していますのでなるだけ減らしたいで
すが､ その方法は？

一般法人に移行した場合､ 公益目的支出
計画を実施する際は移行時に持っている純資
産のうち､ 退職積立金以外が公益目的使用財
産という原資になります｡ 一方､ 遊休財産と
いうのは､ 純資産のうち公益事業等に使用さ
れない具体的な使途の定まっていない財産の
ことです｡ 基本的にはこの手持ち現金だけが
遊休財産ということになります｡ 公益法人に
移行した場合には１年分の公益目的事業費相
当額を持つことが出来ます｡

☆一般法人に移行する場合､ 会館の償却資産
積立等の特別会計は公益目的財産から除外さ
れますか？

会館の償却資産積立等の特別会計も公益目
的使用財産の中に算入されます｡

☆公益目的使用財産については､ いくら持っ
ていてもよいでしょうか？

いくら持っていても構いません｡

☆県歯から郡市の方に事業助成金が支出され
ていますが､ 今後の取り扱いはどのようにな
りますか？

公益法人､ 一般法人共にその使用目的が決
まっていれば事業助成金として支出できると
の見解を得ています｡

☆新法人への移行時に日歯と県歯と郡市で役
員任期を揃えるような話がありましたが､ も
う一度ご説明いただけないでしょうか？

本県でも現在特例民法法人である郡市とは､
任期を揃える必要があると考えています｡ 県
庁担当課によれば､ 公益等認定委員会の決定
後であれば､ 認可・認定日については各法人
の希望があれば調整することは可能だそうで
す｡

(広報 加藤 久雄)

新新法法人人移移行行にに向向けけてて

―公益法人制度改革説明会―
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１月30日(日)午前10時より県歯会館４階大

ホールにて､ 第16回熊本県歯科医学大会が開

催され､ 東京都ご開業の寺西邦彦氏を講師に

お招きし ｢欠損補綴に強くなる｣ と題して講

演会が開催された｡ 同講師は20年以上のイン

プラントの臨床経験を持ち､ 最先端の診療体

制を整えられておられる一方､ 大学卒業と同

時に阿部晴彦氏に師事され総義歯セミナーの

インストラクターを務められた経歴を持ち､

また南カリフォルニア大学への留学経験から

局部義歯の知識も豊富で､ 多岐にわたる総合

的な視点からの欠損補綴の話が聞けるとの期

待から200名を超える熱心な参加者のもと盛

会に執り行われた｡

浦田会長の開会の挨拶の後､ 早速講演開始

となった｡ 午前中は欠損補綴の基本的な考え

方について話をされ､ 咬合治療の臨床的指標

として①適切なアンテリアーガイダンス ②

適切なバーティカルストップ ③顎関節の安

定 ④神経筋機構の調和を挙げられ､ 力のコ

ントロールをキーワードに義歯・ブリッジ・

インプラントを欠損補綴のオプションと捉え､

その利点欠点を知りケースにより使い分ける

事が大切だと説かれた｡ つづいて､ 可撤性局

部義歯を中心に話を進められ､ 可撤性義歯の

問題点から翻って適応症の選択から､ 診査・

診断そして設計のポイントを実に分かりやす

く整理されて話をされた｡ 特に､ 咬合が崩壊

し基準が分からなくなった欠損補綴の症例を

どの様に診断し治療計画を立てるのかの項目

では､ 総義歯の基本に立ち返って咬合床を作

り､ 顔貌との調和や様々な研究から求められ

た基準点や距離計測の値をもとに行うと迷い

間違う事がないと説かれ､ 一同納得させられ

た｡

昼食をはさんで午後は欠損歯列を歯列単位・

咬合支持別・歯列弓の対向関係から分類し､

それぞれどの様な補綴のオプションを選択す

るべきか豊富な長期経過の臨床例を供覧しつ

つ､ 力学的条件を整える事をキーワードに説

かれた｡ そして､ その為にインプラントを可

撤性義歯のサポートとして効果的に用いる事

の有用性を様々なシェーマを用いて分かりや

すく解説された｡ また､ 人生のライフサイク

ルに合わせた配慮や､ 自己満足の為に患者に

無理強いすることなく､ 失った組織を失った

だけ補綴物で回復するという原則を忘れない

事など実に多岐にわたる示唆をなされた｡

午前・午後を合わせ約５時間に渡り講演が

行われたが､ 退屈する場面もなく実に短く感

じられた｡ 最後は質問用紙による質問や直接

挙手による活発な質疑応答が行われ､ このテー

マへの関心の高さが推察され､ 参加者一同大

満足の１日となった｡

(学術 堀川 正)
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力のコントロールがキーワード

�� ―熊本県歯科医学大会―���
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２月12日 (土) 午後３時より県歯会館にて

第二回介護者歯科実技研修会が行われた｡ 講

師として本県の西田宗剛会員､ 日歯角町正勝

理事をお招きし､ 歯科医師､ 歯科衛生士､ 施

設・病院関係者等多数の参加者があった｡ 浦

田会長の挨拶に続いて､ 西田会員の講演から

始まった｡ 演題は ｢摂食嚥下とのつながり－

小さな医療連携－｣ で､ 西田会員が摂食嚥下

について勉強を始められたきっかけから､ 咽

頭と喉頭､ 大脳と脳幹の解剖､ Ｖ・Ｅ､ Ｖ・

Ｆ検査､ 片麻痺､ 球麻痺､ 仮性球麻痺､ 離乳

食と嚥下食の進め方､ 高次機能障害､ 肺炎等

多岐にわたり摂食嚥下に関する項目について

の説明があった｡

また､ 実際に西田会員が在宅往診されてい

る障がい児の症例を通して､ 在宅支援システ

ムは､ 共通認識を持ったチームアプローチを

確立し､ 他業種との共通認識を持ち､ そこか

ら歯科の重要性を広める必要があるとの話が

あった｡

さらに､ レスパイトケア (障がいを持った

方を日常的にケアしている家族などの介助者

に心身の充電やリフレッシュしてもらうため

のケア) の大切さについて話された｡

続いて角町理事の ｢医療連携が進む中で求

められていること－歯科医療はこのままでよ

いのか？それとも変革が求められるのか？－｣

という演題で講演が始まった｡ 現在我が国の

超高齢化社会においては､ 在宅歯科医療のニー

ズが高まり､ 医療連携体制の構築が必要になっ

てきている｡ 介護の現場においては､ 誤嚥性

肺炎の予防と口腔機能の診断のため､ 歯科関

係者は歯を守るだけでなく歯周ケアが求めら

れている｡ そして訪問診療を通して要介護高

齢者の特徴が見えてきた｡ それは､ 口腔内の

崩壊を食い止めるには歯科医療が大切であり､

地域包括ケアシステムの推進や日本糖尿病学

会､ 日本リハビリテーション病院施設協会､

国立長寿医療センター､ 国立がんセンター､

日本栄養士会等との医療連携が必要であると

いうことであった｡ また､ 医療連携において

日歯の作業課題､ パラダイムシフトの必要性､

歯科医師会として会員診療所の在宅訪問診療

の強化を図ることなど､ 歯科界の今後の方向

性､ 患者に対する生活支援の重要性について

話があった｡

講演後､ 数人の受講生からの質疑応答があ

り会は終了した｡ 土曜の午後という時間的な

制約があり､ 講演後半は駆け足ですすめざる

を得ず､ 講師､ 受講生ともに不完全燃焼の面

があったのではないかと感じた｡ 今後､ 機会

があればもう少しじっくりと両講師の話が聞

ければと思った｡

(センター・介護 平井 淳也)

������������ 医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携のののののののののののののののののののののののの輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪のののののののののののののののののののののののの中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中にににににににににににににににににににににににに入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
―第二回介護者歯科実技研修会―�� �� ������

活発な質疑応答があった
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２月13日 (日)､ 崇城大学市民ホールにお
いて第４回熊本県医療・保健・福祉連携学会
21世紀の新しい地域連携をめざして が開
催された｡
学会長の福田稠医師会会長による挨拶の後､
蒲島郁夫熊本県知事､ 幸山政史熊本市長の祝
辞で開会した｡ まず講演として熊本機能病院
の米満弘之氏による ｢地域連携の課題｣ 過
去３回の連携学会を通して見えてきたもの
が行われ､ これまでの学会の成果と課題につ
いて話され､ 地域リハビリテーション体制と
社会的支援体制の構築によるさらなる学会の
発展を願われた｡ 続いて基調講演が行われ､
慶応義塾大学大学院経営管理研究科の田中滋
教授による ｢医療・保健・福祉連携を支える
政策の動向｣ という演題で､ 連携のタイプ分
析とマネジメントの活用について話があった｡
昼食をはさんで､ 午後からは分科会が５会
場に分かれ行われた｡ 分科会は､ 地域連携部
会､ 医療技術連携部会､ 地域リハビリテーショ

ン連携部会､ 居宅支援連携・介護サービス連
携部会､ 子供を取り巻く環境連携部会で､ 本
会から医療技術連携部会において､ 添島義樹
学術委員長が ｢高齢者社会におけるインプラ
ントの役割｣ という演題で発表した｡ この分
科会は､ 本会がお世話役となり行われたが､
熊本県放射線技師会から歯科インプラント治
療における放射線部門の連携や､ 栄養士会か
ら口腔ケアを通した連携など歯科領域と関わ
りを持つ連携について興味深い発表もあり､
会場に入りきれないほどの盛会となった｡ ま
た地域リハビリテーション連携部会では､ 歯
科衛生士会が在宅生活QOL向上に関する発
表を行った｡ 最後に市民公開講座として､ 本
会浦田会長が座長を務められて､ 前熊本県知
事､ 長崎国際大学学長の潮谷義子氏による
｢時代の潮流の中で求められる地域連携｣ と
いう講演が行われた｡ 人口変動､ 経済状況の
変化､ 利用者と生活支援システムから考えた
連携のあり方などについて､ 潮谷氏のビジョ
ンを語られ､ 最後に浦田会長のまとめで学会
を締めくくられた｡

学会終了後には､ KKRホテルにて懇親会
が行われ､ 各団体との交流を深めることがで
きた｡
熊本の医療と保健､ 福祉のネットワーク作
りのため､ 毎年行われる学会であるが､ 歯科
と他部門の連携の重要性は益々高くなりつつ
ある中､ 内容も年々充実し､ 他団体との連携
の非常に良い機会を与えてくれる欠かせない
場となっている｡ 今後さらに本会会員の積極
的な参加を期待したい｡ (学術 牛島 隆)
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会場は多数の参加者でいっぱいであった

�� ―熊本県医療・保健・福祉連携学会―���

座長を務められた浦田会長

添島学術委員長の演題発表
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第46期生の戴帽式が１月29日 (土) 午後１

時から執り行われた｡

来賓､ 在校生､ 保護者の方々が見守る中､

２年生が入場して式が始まった｡ 制帽授与で

は､ 照明が落とされ､ ナイチンゲールの像が

持つ明かりだけになり､ ほの暗く､ 厳粛な雰

囲気が漂う中､ 伊藤明彦学院長から一人一人

がナースキャップを戴いた｡ 全員のローソク

の灯りがそろい､ これから歯科医療の現場に､

第一歩を踏み出す感激と緊張をみなぎらせて､

全員で誓いの言葉を述べた｡ その後､ 学院長

が ｢一人前の歯科衛生士になる道には､ まだ

まだたくさんの困難が待ち構えている｡ 苦労

を重ねて到達し掴み取る夢があるからこそ､

今から進んで行く道には価値がある｡｣ と式

辞を述べ､ 続いて浦田会長から ｢現在は､ 今

まで以上に患者様との信頼関係を保持する事

が必要とされている｡ このため､ 包括的な知

識と高度なコミュにケーション能力が求めら

れる｡｣ と祝辞を述べられた｡ 来賓として出

席された熊本県歯科衛生士会の福本厚子会長

からは､ ｢戴帽式は､ 歯科衛生士になるとい

う自覚を高め､ 専門職業人としての倫理観の

確立と知識､ 技術の習得を目指す大切な日で

す｡｣ また学院同窓会の難波会長からは､ ｢施

設実習の中では困っていることに気づき､ 寄

り添う気持ちで､ また残っている機能を持続

できるように手伝いする気持ちで接すること

が大切｣ と励ましの言葉をいただいた｡

戴帽式を終えた２年生からは､ ｢歯科衛生

士になるため, 何の心配も無く仕事ができる

のも両親のおかげ｡ また私達をいつも温かく

見守り､ ご指導くださる専任の先生に感謝し

ています｡｣ ｢患者さんや先生から信頼される

歯科衛生士になれるよう日々努力します｡｣

との感想が聞かれた｡

すでに１月31日から､ 高齢者施設､ 福祉施

設､ 一般歯科での臨床実習が始まっている｡

戴帽式で決意した事を忘れずに､ ３年生の

12月まで続く長い臨床実習に望んで欲しい｡

(歯科衛生士専門学院 逢坂 亘彦)

―戴帽式―
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厳粛な中､ 感激と緊張をみなぎらせて
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歯科医師会で作成いたしました､ CT撮影
ネットワークご利用にあたって､ 撮影を依頼
されるときの注意すべき点について記述いた
します｡
①CT撮影を依頼する場合､ 依頼先の機種に
よって､ 撮影範囲 (FOV) や被曝線量が違
います｡ 希望される撮影範囲について､ 依頼
先機種をご確認ください｡
②スライス幅に関しては､ 細かいほど詳しい
データが得られますが､ 逆に細かいほどデー
タが重くなります｡ インプラント目的であれ
ば100～200ミクロンくらいで問題ありません｡
③撮影の際にはパノラマやステントを添付さ
れた方が､ 撮影しやすいと思われます｡
④撮影されたデータを閲覧する場合パソコン
のスペックが低いと立ち上がるのに非常に時
間がかかったり､ 場合によっては見れない場
合があります｡ ご自身のパソコンのスペック
を確認してください｡
⑤保険適応になったCT撮影について
難治性の根尖性歯周炎､ 根分岐部病変を有す

る中等度以上の歯周炎､ 下顎管を接触してい
るおそれがある下顎智歯抜歯､ 顎骨嚢胞､ 変
形性顎関節症､ 下顎頚部骨折､ エナメル上皮
腫､ 骨腫､ 集合性歯牙腫､ 骨浸潤を伴う悪性
腫瘍などの場合には､ 必要であればCT撮影
は保険適用となります｡ その場合､ 別途診療
情報提供書が必要になりますのでご注意くだ
さい｡

CCTT撮撮影影のの依依頼頼にに必必要要なな知知識識とと設設備備

八代 井上裕邦 会員

撮影範囲

被 曝 線 量
実行線量の比較

Ａ�
Ｂ�
Ｃ�
Ｄ�
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例年にない寒波にみまわ

れ小雪が舞い散る､ １月15

日 (土) 午後７時より ｢い

ち花｣ にて新年会が開催さ

れた｡

開会に先立ち１月10日に

急逝された小山ひろみ会員への黙祷が捧げら

れた｡

原賀副会長の開会の挨拶につづいて､ 荒木

会長が新年の挨拶を述べた｡ 荒木会長の挨拶

の要旨は以下の通りであった｡ ｢今期の執行

部の任期も残すところ３ヶ月あまりとなった｡

この任期中に会員の先生方のご協力により順

調に会務を執行できている｡ 菊池郡市歯科医

師会には 『地域に信頼される歯科医師像の確

立に向かって』 という基本理念がある｡ 今後

はこの基本理念を形として成就できる様に会

務にあたっていきたい｡｣

つぎに､ 県歯より来賓としておいでいただ

いた浦田会長に年頭の挨拶をいただいた後､

工藤晃正会員の乾杯の発声で宴がスタートし

た｡

参加者数は約40名と例年と比較して若干少

なくはあったものの､ ズワイ蟹､ 黒豚と国産

牛のしゃぶしゃぶを､ 思い思いのペースで酒

を酌み交わしながら存分に楽しんだ｡

(城 敦哉)

菊池

残りわずかの任期ガンバロウ!!

１月27日 (木) 午後６時

30分より司ホテルにて､ 新

年会が開催された｡ 犬束専務理事の司会で会

は粛々と進行した｡ 開会に続き､ 冨永玉名郡

市会長､ 小島県歯副会長､ 築森玉名市副市長

より挨拶があった｡ 冨永会長は昨年度を振り

返り､ 政権交代後の民主党政治の問題点､ 参

議院議員選挙において歯科医師会と関係があ

る西村まさみ議員の当選､ 玉名中央病院の地

域へおける取り組みなどを話された｡ 小島県

歯副会長は新執行部になり２年間ご協力頂き

有り難うございます｡ 熊本県歯の推進条例に

県議の協力でフッ素を盛り込む事が出来たこ

と､ 公益法人制度改革は２期目に方向性を決

定するなど話して頂いた｡ 築森副市長は地域

住民の健康に協力して頂きありがとうござい

ます｡ ３月12日に新幹線が開通し福岡へは30

玉名 ―新年会―

分でいけるようになり大変便利になります｡

今後とも地域住民の為に益々協力して下さい

と話された｡ 平山玉名医師会会長に乾杯の御

発声で懇親会が始まり､ 厚生委員会の会員に

よるビンゴゲーム等があった｡ 最後に荒尾市

歯科医師会福嶋会長の締めでお開きとなり､

明るい平成23年になることを全会員で願った｡

(永廣 有伸)

��������
明るい平成23年になりますように
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１月29日 (土) 午後２時

より､ 御船町カルチャーセ
ンター大会議室において､
熊本県歯科医師会と上益城
郡歯科医師会がタイアップ
して8020支援事業・歯周病
予防に関する指導者講習会

が行われた｡ 参加者は95名であった｡ 郡歯玉
置専務理事司会進行のもと､ 開会の挨拶を熊
本県健康福祉部松尾俊司健康づくり推進課長
補佐と､ 県歯渡辺賢治専務理事が行った｡ 次
に熊本県における歯周病の状況を熊本県健康
推進事業部佐野浩司氏､ 市町村の歯周病検診
の事例を上益城郡山都町山辺渚保健師より説
明があった｡
この後講演１. として ｢糖尿病の基礎知識
と最新の話題｣ という演題で､ 熊本大学大学

院医学薬学研究部古川昇助教が､ 糖尿病とは､
①どんな病気②なぜこわい③治るか④ならな
いためには！を項目別に分かりやすく解説さ
れ､ 新しい糖尿病治療薬についても話があっ
た｡ 次に講演２. として ｢歯周病と全身の関
係｣ という演題で､ 入江英仁会員が､ 歯周病
が全身に及ぼす影響や歯周治療が糖尿病患者
の血糖コントロール改善に役立つことを説明
された｡
この後質疑応答があり､ 最後に郡歯江藤会
長より閉会の辞があり､ 午後４時30分終了と
なった｡

(佐藤 昭彦)

上益城

１月29日 (土) 阿蘇プラ
ザホテルに於いて新年会が

行われた｡ 宴にさきだち､ 各部の連絡事項､
報告のあと県歯前野正春副会長より医療安全
対策について話があった｡ 院内においての医
療安全の為の体制づくり､ 安全管理の為の委
員会の設置､ 安全管理の為の職員研修を行う｡
医療にかかる安全を改善する為の方策をつく
ること､ 及びセクシャルハラスメントについ
て認識すべき事､ 望まれる事等､ 詳しくしか
も簡単にわかりやすい説明があった｡ 県歯伊
藤明彦常務理事からは､ 学院が平成21年度か
ら取り組んだ事項と成果､ 反省点について話
があった｡
その後会場を移し､ 武藤専務の司会で新年
会が始まった｡
来賓として熊本県議会堤 泰宏議員､ 佐藤
雅司議員の両名､ 阿蘇保健所梶原敦子保健予
防課長､ 阿蘇郡市医師会古閑 宏副会長､ 阿
蘇郡市薬剤師会中村 稔氏､ 県歯前野正春副
会長､ 伊藤明彦常務理事に出席頂き､ 田代正
博会長より開会のあいさつ来賓の紹介が行わ

阿蘇 ―新年会―

れ､ 来賓を代表して堤 泰宏県議会議員､ 梶
原敦子保健予防課長の両名よりあいさつを頂
いた｡ その後古閑 宏医師会副会長の乾杯の
発声で宴が始まった｡
今年は２名の県議の方も来賓に加わりとて
もにぎやかな新年会となった｡ 皆さんおいし
い料理に舌つづみをうちながら宴の夜はあっ
という間に過ぎ､ 最後は市原副会長の一本締
めにて､ おひらきとなった｡

(乕谷 真)

���������
前野副会長は医療安全対策､ 伊藤常務理事は学院の21年度事項について話された

多くの参加者があった

古川昇助教 入江英仁会員
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１月28日(金)､水俣市汐

見町 ｢潮騒の広場｣ におい
て､ 九州管区広域緊急援助
隊合同訓練が行われた｡ 広
域緊急援助隊とは､ 大規模
災害や事故が発生した場合
に､ 都道府県の枠を越えて

出動し､ 被害情報や交通状況の収集､ 被災者
の救出救助､ 緊急交通の確保などの活動に従
事する｡ その組織は､ 全国すべての都道府県
に設置され､ 約4700人の隊員で構成されてい
る｡ 九州管区広域緊急援助隊は､ 九州各県警
の広域緊急援助隊約580名で構成されている｡
訓練は沖縄を除く九州各県持ち回りで開催さ
れている｡ 水俣市においては､ 平成15年７月
に集中豪雨による土砂崩れで19名の方々が亡
くなるという痛ましい災害が発生した｡ この
時に被災者の救出や復旧に活躍した｡ 今回､
７年ぶりの熊本県開催となったが､ この災害
を風化させてはいけないという願いも込めら
れていた｡
さて､ 訓練は以下の２つを想定して行われ
た｡ (実地計画書より抜粋)
(１) 風水害対策訓練

県内に大雨洪水警報が発表され､ １時
間雨量が120㍉という県内観測史上最高
降雨量を記録､ 各地で河川の氾濫や崖崩
れが発生した｡ この影響で水俣市では一
部の地域が孤立したほか､ 家屋・車両の
土砂埋没が発生し､ 多数の被災者が出て
いる｡

(２) 地震災害対策訓練
① 熊本県天草・芦北地方を震源とする
マグニチュード7.0､ 最大震度６弱の地
震が発生し､ 水俣市内で家屋やビルなど
の倒壊などが発生し､ 多数の負傷者が出
た｡ また､ 高波が発生､ 釣りをしていた
数名が海に投げ出された｡
② 化学物質を搭載した大型タンクロー
リー車が衝突事故を起こし､ 負傷者が発
生するとともに化学物質が流出した｡
③ 多数の者が災害に巻き込まれ死亡し
た｡ また､ 所在不明となった者の家族が
安否情報を求めて相談所を訪れている｡
本会からは､ 来賓として浦田健二会長､ 八
代歯科医師会より増田 了会長､ 上野亮一副
会長､ 当郡市から６人※ (歯科衛生士１人)
が参加した｡ 我々は､ (２) の訓練において､
身元確認訓練を行った｡ 歯科医師の行う検査
の主目的は検視の補助行為として遺体を検査

して､ 身元確
認に寄与する
ことである｡
今回は便宜上
検視において
はマネキン､
歯科検査は健
常者を用いた｡
これに関して
は経験のため
に､ 顎標本を用いたかったという声もあった｡
(歯科衛生士談) 主なポイントは以下の通り
である｡ (詳細は文末の参考資料参照)
① ご遺体やご遺族に対して礼を失しない
こと (合掌を忘れない)｡
② 歯科医師２名によるダブルチェックシ
ステム｡
③ 右上→左上→左下→右下の順番で検査
する｡
④ 声を出し合って確認する｡
⑤ 充填物 (歯頚部や裂溝のCR) に注意
する｡
⑥ 特徴的な所見があれば写真撮影する｡
最近は全国で集中豪雨による災害や地震が
発生している｡ 身近な所でも､ 前述したよう
に水俣市で８年前に豪雨災害が起きている｡
また､ 日奈久活断層の存在も無視出来ない｡
このようなことから､ 常に危機管理意識を全
ての人が持っていることが大切である｡
大規模災害や大事故に発生した場合に歯科
診療支援や身元確認という特殊な役割が求め
られることは周知のことである｡ しかしなが
ら､ 実際に在住している地域で今回想定した
規模の地震が発生した場合には､ 自分たちも
被災者であるために対応は困難な状況である
かもしれない｡ 従って､ 隣接する他地域で災
害が発生した時､ もしくは当該管轄地域で大
事故や大火災が発生した時の対応になるであ
ろう｡ 一同､ 平日の早朝､ また気温が低い中
での参加で大変であったが､ 万が一何か起き
た時における流れを把握できたこと｡ また､
日々鍛錬を行う隊員方々の一端を目に出来た
ことは有意義であったのではないだろうか｡
尚､ 同訓練の模様は同日夕方の各局ニュー
スで報道された｡

参考資料：警察歯科医会・身元確認マニュアル
(改訂版)
日歯雑誌vol.61 No12 2009-3 p7-52

(井上 真樹)

水俣･芦北

万が一の時における流れを把握
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１月29日人吉一富士旅館

で､ 寒中の雪の降りそうな
午後６時30分より折からの
インフルエンザで１名の欠
席はあったものの球磨郡歯
科医師会全会員と数名の来

賓出席のもと球磨郡新年会が開催された｡
毎年球磨郡の新年会は､ １月の最終週だが､
本年も例年同様であった｡ 開会の辞の後､ 来
賓の挨拶､ 秋山喬会長の新年の挨拶 (依然歯
科界は厳しい状況のままであるが今年は明る
い光の見える年であって欲しいとの趣旨…)
と進行し､ 次に乾杯､ その後会員の近況報告､
さらに歯科界に存在する疑問点の討論や新し
い情報の交換､ 来賓の方々との意見交換｡ 今
後の球磨郡の前途などについて歓談の花が咲
いた｡
会場は人吉でも老舗の風格ある古式ゆかし
い旅館で落ちついた雰囲気に酒宴も賑わった
が折から ｢人吉球磨は､ ひなまつり｣ のキャ

ンペーンを明日に控え､ 少し早いひな人形が
会場に微かな温もりを醸し出していた｡
約２時間ちょっとの楽しい歓談も気がつけ
ば終了の時刻となり中原孝典会員の閉会の辞
で終了した｡
ここ数日新燃岳噴火で人吉市内でも空震が
発生していたが当日は空震もなく､ 心配して
いた雪も降らず全員無事に家路についた｡

(高野 秀司)

球磨

ひな人形を前に抱負を胸にきざむ

１月21日 (金) 午後７時
より､ 水俣芦北郡市歯科医

師会新年会が芦北の居酒屋 ｢一蓮亭｣ で開催
された｡ 当日はとても寒い中､ 会員と家族で
15名の出席があった｡ まず､ 若江秀敏会長の
新年の挨拶に続き､ ２月12日に熊本県､ 熊本
県歯科医師会､ 水俣芦北郡市歯科医師会共同
で水俣・芦北住民の皆様を対象に､ 歯周病と
全身との健康状態についての知識向上を目的
とした ｢歯周予防に関する県民講座｣ をつな
ぎ文化センターで開催する事になった｡ 今後
8020運動を推進していく上でとても大切な取
り組みなので､ ご協力をとのお願いがあった｡
続いて野村健一郎前会長の乾杯のご発声で
祝宴が始まった｡
今年は程よく酔いが回った所で会員一人ひ
とりに今年の抱負や近況について語ってもらっ
た｡ 昨年あるいは正月早々体調を壊し健康の
大切さが身にしみて分かったので今年は身体
に注意して診療に頑張りたいなど､ 健康管理

水俣･芦北 ―新年会―

について述べる会員が最も多かった｡ 中には
フルマラソン完走が目標と頼もしい会員や今
年はおじいちゃんになりますと大変目出たい
会員もいた｡ 美味しい料理に舌鼓し時間と共
に酒も進み､ 大いに盛り上がり楽しい新年会
であった｡
最後に今年一年間の皆様の健康とご多幸を
願い､ 若井会員の元気な締めの言葉でお開き
となった｡ (鬼塚 友文)

��������
若江会長を囲んで
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２月12日 (土) 午後３時

より､ つなぎ文化センター

において ｢歯周病予防に関

する県民講座｣ が開催され

た｡ この講座は､ 熊本県委

託事業 ｢ヘル歯 元気8020支援事業｣ の一

環として､ 県民および各関係団体の歯周病と

全身との健康状態についての知識の向上を目

的としている｡ 当日は雪まじりの寒い中､ 老

人会､ 婦人会､ 食生活改善推進員､ 保健・医

療・福祉関係､ 医師､ 歯科医師､ 歯科衛生士

等､ 併せて60人の出席があり､ 会場がいっぱ

いになるほどの盛況ぶりであった｡

郡市 永田英樹理事の司会で進行し､ 熊本

県健康福祉部健康づくり推進課・岩谷典学課

長と県歯・渡辺専務理事お二人より挨拶があっ

た｡

続いて熊本県健康福祉部健康づくり推進課

の市野浩司氏より ｢熊本県における歯周病及

び市町村の歯周病健診の状況｣ について報告

がなされた｡

その後さっそく講演会に移った｡

講演１ ｢糖尿病の基礎知識と最新の話題｣

と題し､ 熊本大学大学院生命科学研

究部代謝内科学 古川 昇講師が､

糖尿病はどんな病気なのか､ なぜこ

わいのか､ 治るのか､ 糖尿病になら

ないためにはどの様な事に注意した

らよいのか懇切丁寧にわかりやすく

講演された｡

講演２ ｢歯周病と全身に関わる影響｣ と題

し､ 郡市 井上真樹会員が､ 歯周病

とはどんな病気なのか､ 歯周病が全

身に及ぼす影響として､ 血管系の病

気､ 心内膜炎､ 誤嚥性肺炎､ 低体重

児出産､ 特に糖尿病との関係につい

てはさらに詳しく説明され歯周治療

の大切さを力説された｡

講演３ ｢歯周予防に関する口腔清掃｣ と題

し､ 熊本県歯科衛生士会水俣・芦北

郡市支部支部長 山田郁子歯科衛生

士が､ プラークや歯石の為害性や歯

周病予防に大切な歯磨きについて解

説し､ その後出席者全員が手鏡と歯

ブラシを使ってブラッシング指導を

受けた｡

質疑応答の後､ 郡市 若江秀敏会長が､ 糖

尿病も歯周病も沈黙の病気と言われ大変こわ

い病気です｡ この県民講座で勉強した事を今

日出席できなかった家族､ 仲間､ 職場の方々

に是非説明して､ 地域住民の方々の健康向上

につながるよう広めてほしいと述べられ､ 閉

会となった｡

最後に出席者から ｢糖尿病のこわさと歯周

病との関係､ 歯の大切さを知り､ 興味深く真

剣に聴講することができた｡｣ と感謝の声も

聞かれ､ 大変有意義な県民講座となった｡

(鬼塚 友文)

水俣･芦北

糖尿病の質問に答える古川講師
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○所在地
〒860-0004
熊本市新町１丁目5-5�096-323-5868
営業時間18：00～23：00
○店の雰囲気
カップル､ ファミリー､ グループ､ お一
人様も大丈夫です｡
○収容人数・席数
テーブル席３×５名＝15名

座敷40名まで
○店長の紹介
柿内といいます｡ 名古屋で20年｡ 熊本に
戻り､ ぷらんぞ勝縁をはじめて17年になり
ます｡
手打ちピザ､ 自家製トマトソースなど､
とっても美味しいですよ!!
○料理の種類・おすすめ料理
ピザやパスタのイタリアンをはじめ､ 各
種居酒屋メニュー､ ディナーもご準備いた
します｡
カレーも絶品です｡ 厳選されたワインも
どうぞ｡
ご予算も料理もご相談に応じます｡

���� ������� ���
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2月 

場所 行事内容 時間 曜日 日付 

日歯会館 
県庁 
ホテルキャッスル 
ホテルグランヴィア和歌山 
支払基金 
熊本市 
県歯会館 
県歯会館 
県庁 
日歯会館 
日歯会館 
日歯会館 
ＫＫＲホテル熊本 
全日空ホテルニュースカイ 
県歯会館 
崇城大学市民ホール 
県歯会館 
県歯会館 
県歯会館 
アルカディア市ヶ谷 
アルカディア市ヶ谷 
ＫＫＲホテル 
ホテルオークラ福岡 
ホテルオークラ福岡 
県歯会館 
国立病院熊本医療センター 
県歯会館 
日歯会館 
日歯会館 
アルカディア市ヶ谷 
日歯会館 
県歯会館 
松山全日空ホテル 

県歯会館 
第10回日歯対外PR小委員会 
県学校保健会第２回総務委員会並びに企画運営委員会 
松野頼久衆議院議員「新年の集い」 
和歌山県歯会創立百周年記念式典・祝賀会 
第712回支払基金幹事会 
支払基金新年懇談会 
本会事業・会計監査 
連盟幹事会 
第２回県保健医療推進協議会 
第９回日歯ホームページ企画小委員会 
日学歯加盟団体長会 
第９回日歯対内広報小委員会 
県国保連合会理事会 
野田毅衆議院議員「新春のつどい」 
介護者歯科実技研修会 
第４回熊本県医療・保健・福祉連携学会 
第11回理事会 
国保組合監査 
第７回国保理事会 
日本財団との打合せ 
日歯と業界誌との懇親会 
役員・委員会委員合同慰労会 
九州各県会長会議 
九地連協議会 
厚生・管理講演会 
国立病院地域医療研修センター運営委員会 
第22回常務理事会 
日歯役員勉強会 
第12回日歯理事会 
中規模県歯科医師会連合会会議 
第111回都道府県会長会議 
日本口腔外科学会熊本支部設立総会 
清水惠太愛媛県歯会長旭日小綬章受章祝賀会 

第21回常務理事会 
13:00
14:00
19:00
12:30
16:30
18:00
19:15
19:30
14:30
13:00
13:00
15:00
13:30
18:00
15:00
10:00
19:00
18:00
19:00
16:50
17:30
19:00
13:00
14:00
10:00
16:00
19:00
10:30
13:00
16:00
14:00
15:00
12:00

19:00
水 
木 
金 
土 

月 

火 

水 

木 
金 
土 
日 
火 

水 

木 

金 

土 

日 
月 
火 

木 

金 
土 
日 

火 
2月2日 
2月3日 
2月4日 
2月5日 

2月7日 

2月8日 

2月9日 

2月10日 
2月11日 
2月12日 
2月13日 
2月15日 

2月16日 

2月17日 

2月18日 

2月19日 

2月20日 
2月21日 
2月22日 

2月24日 

2月25日 
2月26日 
2月27日 

2月1日 

出席 摘要 日付 所管 

浦田会長 

福田委員長他全委員 

前野副会長 

浦田会長、小島副会長、渡辺専務理事 

中嶋副会長 

浦田会長他大林理事を除く全役員 

浦田会長 

 

小島副会長、八木理事 

浦田会長 

浦田会長 

 

県国保診療報酬審査委員会新年会（ホテルキャッスル） 

第10回選挙管理委員会 

民主党県連新春・賀詞交歓会（ニュースカイホテル） 

熊本市歯会新年懇親パーティ（ニュースカイホテル） 

第28回九州地方社会保険医療協議会熊本部会（熊本市国際交流会館） 

第10回理事会 

（１）平成23年一般会計・特別会計予算（案）　（２）通常代議員会・総会の会務現況報告 

（３）通常代議員会・総会の議事　ほか 

第11回日歯広報正副委員長及び小委員長打合会（日歯会館） 

会長・監事・日歯代議員・同予備代議員候補者　辞退期限 

玉名郡市歯会新年会（司ロイヤルホテル） 

日本口腔腫瘍学会総会懇親会（熊本ホテルキャッスル） 

九州管区広域緊急援助隊合同訓練（県営水俣広域公園） 

本会より訓練参加８名（八代、水俣、芦北郡市役員等） 

会長・監事・日歯代議員・同予備代議員立候補・推薦届出提出受付締切 

22日 

25日 

26日 

27日 

28日 

１月21日 

総務 
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出席 摘要 日付 所管 

渡辺専務理事、田上理事並びに江藤会長・

玉置専務理事他上益城郡会員 

前野副会長 

浦田会長 

浦田会長他常務理事以上全役員、八木

理事 

浦田会長 

小島副会長 

前野副会長 

中嶋副会長 

小島副会長、澤田事務局長 

前野副会長 

浦田会長 

浦田会長 

浦田会長 

浦田会長、中嶋副会長、渡辺専務理事、

西野常務理事、遠山・片山監事、吉永会

計士 

浦田会長 

8020支援事業「歯周病予防に関する指導者講習会」（上益城郡）（御船町カルチャーセンター） 

参加者数：95名 

大西一史県議「新春の集い」（ニュースカイホテル） 

木村仁前参議院議員旭日重光章受章祝賀会（ホテル日航） 

第21回常務理事会 

（１）通常代議員会日程資料並びに当日の運営　（２）通常総会日程資料並びに当日の運営 

（３）通常代議員会・総会の協議事項の配布資料　ほか 

第10回日歯対外PR小委員会（日歯会館） 

県ブライマリ・ケア研究会世話人会 

福岡弁護士との協議 

県社会福祉審議会（県庁） 

坂本弁護士との打合せ（坂本弁護士事務所） 

松野頼久衆議院議員「新年の集い」（ホテルキャッスル） 

和歌山県歯会創立百周年記念式典・祝賀会（ホテルグランヴィア和歌山） 

第712回支払基金幹事会（支払基金） 

支払基金新年懇談会（熊本市） 

本会事業・会計監査 

第２回県保健医療推進協議会（県庁） 

29日 

浦田会長、小島副会長、渡辺専務理事、

西野常務理事、八木理事、永田委員長

他２委員 

前野副会長 

公益法人制度改革説明会　参加者数：24名 

阿蘇郡市歯会新年会（阿蘇プラザホテル） 
29日 

30日 

２月１日 

２日 

３日 

４日 

５日 

７日 

８日 

総務 

浦田会長、小島副会長、牛島理事他３委

員 

渡辺・金本委員 

中嶋副会長、勇・前田理事、田中委員長

他６委員 

田中委員長他４委員 

前田理事、田中委員長他２委員 

田中委員長他３委員 

前田理事、田中委員長他２委員 

秋山清・高木雅子会員 

田上理事他３委員 

竹下理事、池嶋委員長他全委員 

竹下理事 

加藤理事、立本委員長他３委員 

加藤理事、立本委員長他１委員 

加藤理事 

牛島理事、添島委員長他全委員 

第16回熊本県歯科医学大会　受講者：210名 

保険個別指導（KKRホテル） 

社会保険委員会　（１）会員向け発行物　（２）個別指導立ち会い・個別相談会 

（３）保険診療ハンドブック 

社会保険個別相談会　相談者：１名 

社会保険小委員会　（１）保険診療ハンドブック 

社会保険個別相談会　相談者：２名 

社会保険小委員会　（１）保険診療ハンドブック 

日本銀行熊本支店事業所健診（日本銀行熊本支店）　受診者：14名 

地域保健小委員会　（１）標準的な成人歯科健診 

厚生・管理委員会 

（１）２／20講演会　（２）定期健康診断　（３）熊日コラム　ほか 

県歯剣道部新年会（熊本市） 

広報小委員会　（１）会報２月号・第１回校正 

広報小委員会　（１）会報２月号・第２回校正 

広報小委員会　（１）業者とのホームページリニューアルの打合せ 

学術委員会　（１）歯周病と全身疾患パネル作成 

30日 

１月27日 

29日 

２月３日 

５日 

７日 

２月３日 

４日 

１月26日 

30日 

１月21日 

28日 

２月７日 

１月21日 

社会保険 

地域保健 

厚生・管理 

広報 

学術 
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出席 摘要 日付 所管 

前野副会長 

大林理事 

若江水俣・芦北会長 

浦田会長、渡辺専務理事、宮坂常務理事、

大林理事、岩本委員長他全委員 

大林理事 

大林理事 

浦田会長、宮坂常務理事、大林理事 

前野副会長他１委員 

前野副会長、原田委員 

前野副会長 

片山理事、冨屋委員長 

岡田副委員長、永松委員 

前野副会長、原田委員 

松岡理事 

宮坂常務理事、松岡理事、松本委員長

他3名 

県高等学校保健研究協議大会（火の国ハイツ） 

健康スポーツ歯科全国指導者講習会（日歯会館） 

歯・口の健康つくり調査研究事業研究発表大会（津奈木小学校） 

各郡市学校歯科担当者会議 

熊本小児保健研究会（熊本市国際交流会館） 

熊本小児保健研究会役員会（熊本市国際交流会館） 

県学校保健会第２回総務委員会並びに企画運営委員会（県庁） 

医療対策小委員会　損保ジャパンとの打合せ 

医療対策小委員会　歯科医師と患者との医療相談 

医療対策小委員会　示談書の作成 

医療対策小委員会　２歯科医院への対応 

医療相談　患者との面談 

医療対策小委員会　歯科医師と患者との医療相談 

口腔保健センターカルテ・会計チェック（口腔保健センター） 

センター・介護委員会　（１）障がい児（者）口腔ケア　（２）口腔ケアハンドブック　（３）センター運営 

（４）介護者歯科実技研修会 

１月21日 

25日 

28日 

29日 

２月２日 

３日 

１月24日 

28日 

２月２日 

７日 

１月31日 

２月３日 

学校歯科 

医療対策 

センター・介護 

宮坂常務理事、松岡理事、松本委員長

他4委員 
障がい児（者）口腔ケア事業歯科健診（三気の里） ５日 

伊藤学院長他１名 

伊藤学院長他４委員 

 

学院一般一次・社会人入学試験　受験者：４名 

学院入学試験委員会 

学院一般一次・社会人入学試験合格発表 

１月22日 

23日 

29日 

学院 

伊藤学院長、浦田会長、小島副会長他

役員 

伊藤学院長 

浦田理事長 

学院戴帽式 

阿蘇郡市歯会新年会（阿蘇プラザホテル） 

九歯連役員会（ホテル日航熊本） 
１月22日 

国保組合 

浦田理事長他全役員 

国保課職員 

浦田理事長他全役員 

九歯連協議会（ホテル日航熊本） 

九州各県国保事務担当者連絡会 

第６回国保理事会　（１）規約の一部改正（案）　（２）法令遵守担当理事の互選 

（３）法令遵守体制の整備　ほか 

23日 

28日 

田代主任 全協事務（局）長研修会（九段会館） ２月４日 
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社団法人 熊本県歯科医師会 会員のみなさまへ 2010年度 

グループ保険制度のご案内 グループ保険制度のご案内 会員専用 

�お手頃な保険料で、死亡保障・入院保障を準備できます。 

�入院1日目から保障の対象となります。（医療保障プラン） 

�保険期間は1年で、毎年保障の見直しができます。 

�配偶者・お子様も会員ご本人とセットでお申込みになれます。 
　※団体定期保険（Ｓ51）は配偶者のみとなります。 
�医師の診査がなく、告知書の提出のみで簡単に申込みになれます。 

�団体定期保険（Ｓ51）・新医療保障保険（団体型）それぞれ剰余金があれば、

配当金として還元されます。保険金・給付金のお支払状況等によっては

配当金が0になる場合があります。 

�付帯サービス（健康コール24などのサービスを利用できます。）（医療保障

プラン） 

Ｈ21年度の配当金個人還元率は、（Ⅰ）団体定期保険より約40％、（Ⅱ）新医療保障保険団体型よ
り約40％が加入者全員に還元されました。 
 

Ⅰ．団体定期保険（Ｓ51）（死亡保障プラン）会員・配偶者 
　　　　＜災害保障特約（Ｓ51）＞ 

Ⅱ．新医療保障保険（団体型）（医療保障プラン）会員・配偶者・こども 
　　　　＜手術特約/家族特約/家族手術特約＞ 

申込締切日：毎月15日 
保険期間：2010年8月1日（保障が開始する日） 
　　　　　～2011年7月31日 

申込書提出先：熊本県歯科医師会　事務局 

グループ保険制度の7つの特徴 
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５日（火） 

７日（木） 

21日（木） 

28日（木） 

第１回臨時理事会 

第１回常務理事会 

第２回常務理事会 

第２回理事会 

発行日／2011年３月15日発行 
発行人／浦田　健二 
発行所／社団法人　熊本県歯科医師会 
　　　　〒860-0863 熊本市坪井2丁目4-15 
　　　　TEL　096ー343ー8020 
　　　　FAX　096ー343ー0623 
　　　　URL http://www.kuma8020.com 
印刷所／コロニー印刷 

大相撲八百長問題で、ついに本場

所中止。ファンの期待を裏切り続

けた相撲協会が信頼を取り戻すの

はいつになることか。　　（A.S） 


